
学校番号 ２１１ 

令和２年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 国語総合 単位数 ５単位 年次 １年次 

使用教科書 「国語総合 現代文編・古典編」（東京書籍） 

副教材等 

「新訂国語図説五訂版」（京都書房）、「大学入試に出た核心漢字 2500＋語彙 1000」

（尚文出版）、「新明説総合古典文法」「新明説総合古典文法ノート」（尚文出版）、

「Key&Point 古文単語 330 三訂版」（いいずな書店）「精説漢文 改訂版」（いい

ずな書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・１年次では国語の基礎的な力を身につけ、それを土台に実力を伸ばして欲しいと思います。 

・さまざまな文章に触れ、読解力を向上させると共に、小説教材では登場人物の心理を理解できる

ようにして下さい。 

・また、自身の意見や思いを伝える力を養う為に「書くこと」の練習も積み重ねていきます。同時

に、発表やスピーチ等表現の場も設けていきます。 

・古典では、語彙力や文法の知識を確実に身に付けさせると同時に、図説等を用いて古典の世界を

イメージできるようにして欲しい。 

・古文や漢文の多くの古典作品に親しみ、古人の思いや考えを理解して欲しい。 

・予習として本文を読み、わからない語句は辞書で調べて授業に臨むこと、またその日のうちに授

業内容を復習しておくようにしてください。 

２ 学習の到達目標 

・言葉を的確に理解し、表現するための読解力と表現力を身につける。 

・思考力を伸ばし、心情を豊かにし、言語感覚を磨く。 

・文章を楽しみながら味わい、言語文化への興味・関心をはぐくむ。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・

態度 

b:話す・聞く能

力 
c:書く能力 d:読む能力  e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

国語で伝え合う

力を進んで高め

るとともに、言語

文化に対する関

心を深め、国語を

尊重してその向

上を図ろうとす

る。 

目的や場に応じ

て効果的に話し

的確に聞き取っ

たり、話し合った

りして、自分の考

えをまとめ、深め

ている。 

相手や目的、意図

に応じた適切な

表現による文章

を書き、自分の考

えをまとめ、深め

ている。 

文章を的確に読

み取ったり、目的

に応じて幅広く

読んだりして、自

分の考えを深め、

発展させている。 

伝統的な言語文

化及び言葉の特

徴やきまり、漢字

などについて理

解し、知識を身に

つけている。 

評
価
方
法 

・学習活動への参

加姿勢や態度 

・ノート、プリン

ト、ワークシート 

・学習活動におけ

る発言内容や態

度 

・ノート、プリン

ト、ワークシート 

・定期考査 

・レポート・感想

文などの作成し

た文章 

・ノート、プリン

ト、ワークシート 

・定期考査 

・学習活動におけ

る発言内容や態

度 

・ノート、プリン

ト、ワークシート 

・定期考査 

・学習活動におけ

る発言内容 

・ノート、プリン

ト、ワークシート 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d e 

１ 

 

評

論 

１ 

【近代以降】 

教材：『技術が道徳を代行す

る時』 

論の展開に注意して評論

を読み、技術の発達と道徳的

な判断力の関係について理

解する。 

○ ○   ○ 

a: 文章の筋道を的確に捉えよ

うとしている。 

b:本文に提示された意見に対

して自分の意見や考えを持つ

ことができた。  

e:語句の意味を正しく理解し、

語彙の数を増やしている。 

a:授業への

参加姿勢 

b:行動の観

察及び記述

の点検 

e:小テスト 

定期考査 

１ 

 

評

論 

１ 

【近代以降】 

教材：『水の東西』 

「水」をめぐる日本と西洋の

文化の比較を通じて、日本文

化の特質について理解を深

める。 

 

 ○  ○ ○ 

b: 考えの進め方や文章の筋道

を的確に捉えている。 

d:筆者が提起した問題を読み

取り、筆者の考えの要点を理解

している。 

e:語句の意味を正しく理解し、

語彙の数を増やしている。 

b:行動の観

察及び記述

の点検 

d:定期考査 

e:小テスト 

定期考査 

１ 

 

小

説 

１ 

 

【近代以降】 

教材：『羅生門』 

極限状態にある登場人物

の心情の変化を、場面の展開

に即して読み取り、主題につ

いて考える。 

○ ○ ○ ○ ○ 

a:話の内容、登場人物の心情を

読み取ろうとしている。 

b:文章の構成、登場人物の心理

の変化、主題を理解し、表現で

きる。 

c:自分の意見を持ち、的確にま

とめることができる。 

d:登場人物の行動の背景にあ

る考え方を読み取り、人間の生

き方について考えている。 

e:作者や近代文学についての

理解を深めている。漢語やなじ

みのない表現について、その意

味を理解している。 

 

a:授業への

参加姿勢 

b:行動の観

察及び記述

の点検 

c:課題提出 

d:課題提出 

定期考査 

e:小テスト 

定期考査 

１ 評

論 

２ 

【近代以降】 

教材：『〈顔〉という現象』 

自己と他者の関係につい

て、「顔」を通じて書かれた評

論を、叙述に即して的確に読

み取る。 
 ○  ○ ○ 

b: 考えの進め方や文章の筋道

を的確に捉えている。 

d:筆者が提起した問題を読み

取り、筆者の考えの要点を理解

している。 

e:語句の意味を正しく理解し、

語彙の数を増やしている。 

b:行動の観

察及び記述

の点検 

d:定期考査 

e:小テスト 

定期考査 

 

 

 

 



１ 古

典

入

門 

【古典-古文】 

教材：「検非違使忠明」 

    「絵仏師良秀」 

古文と現代文との違いを知

り、古文を読む基礎となる文

語のきまりを理解する。説話

のおもしろさを味わい、古文

の世界に親しむ。 

○    ○ 

a:内容を理解しようとしてい

る。 

e:歴史的仮名遣い、文語のきま

りが身についている。 

a:授業への

参加姿勢 

e:小テスト 

定期考査 

１ 随

筆 

１ 

【古典-古文】 

教材：『徒然草』  

「丹波に出雲といふ所あり」 

「ある人、弓射ることを習ふに」 

「九月二十日のころ」 

作者の考えを叙述に即して

的確に読み取る。随筆に表れ

た作者の考えを踏まえて、も

のの見方、感じ方、考え方を

豊かにする。 

     

○   ○ ○ 

a:内容を理解しようとしてい

る。 

d:内容を正確に読み取り、内容

を理解している。 

e:文語文法（用言）が定着して

いる。 

a:授業への

参加姿勢 

d:行動の観

察及び記述

の点検 

定期考査 

e:小テスト 

定期考査 

２ 随 

想 

【近代以降】 

教材：『少女たちの「ひろし

ま」』 

筆者のものの見方や感じ

方、表現の特色に注意して随

想を読む。 

○  ○ ○  

a:文章に描かれている時代の

人物や状況を捉えようとして

いる。 

c:本文の内容をふまえ、自分の

思いや意見を表現することが

できている。 

d:本文の内容を正確に読み取

り、現代を生きることの意味を

考えることができている。 

a:授業への

参加姿勢 

cd: 行動の

観察及び記

述の点検 

定期考査 

 

２ 小

説 

２ 

【近代以降】 

教材：『城の崎にて』 

小説に描かれた出来事や

登場人物の心情などを、表現

に即して読み取る。 ○ ○   ○ 

a:物語の流れ、登場人物の心情

を的確に捉えようとしている。  

b:人の意見を聞きながら、物語

の流れ、登場人物の心情を的確

に捉え、理解を深めている。  

e:気になる語句や語彙を確認

している。 

a:授業への

参加姿勢 

b:行動の観

察及び記述

の点検 

e:小テスト 

定期考査 



２ 評

論

３ 

【近代以降】 

教材：『映像文化の変貌』 

文章の構成や展開に注意

して評論を読み、自らの考え

る態度を養う。 ○  ○ ○  

a：本文の内容の概要をつかん

で重要な語句に着目し、構成を

把握する。 

c:本文の事柄や問題について、

様々な角度から検討し、自分の

意見を持つことができている。 

d：本文の論理を正確に把握し、

理解するとともに、自分の考え

を深めている。 

a:授業への

参加姿勢 

事前学習 

c:行動の観

察及び記述

の点検 

d:定期考査 

２ 詩

歌 

【近代以降】 

教材：『I was born』 

     『自分の感受性くらい』 

 詩について、形式やリズム、

表現方法に注意して読む。 
 ○ ○ ○  

b: 作者の思いについて、自分

なりの意見を持って話し合っ

ている。 

c: 詩の学習を踏まえて、自分

の感性を言語表現できている。 

d: 抽象的概念を理解し、作者

の思いを理解することができ

た。 

b:発言内容

や態度 

c:行動の観

察及び記述

の点検 

課題提出 

d:定期考査 

２ 物

語 

【古典-古文】 

教材：『伊勢物語』 

「芥川」 

「東下り」 

「筒井筒」 

 物語に描かれた人物、情

景、心情などを表現に即し

て、読み取る。想像力を働か

せながら、物語の世界を読み

味わう。 

○   ○ ○ 

a: 文章に描かれている情景を

つかみ、人物や状況を捉えよう

としている。 

d:和歌が感動の中心になって 

いることなど、和歌の果たして 

いる役割を理解している。 

e:和歌の修辞技巧や意味につ

いて理解している。 

a:授業への

参加姿勢 

d:行動の観

察及び記述

の点検 

定期考査 

e:小テスト 

定期考査 

２ 日

記 

【古典-古文】 

教材：『土佐日記』 

「阿倍仲麻呂」 

「帰京」 

 作品の内容や形態に応じた

表現の特色に注意して読む。

作品に込められた作者の意

図を考える。 

 

○   ○ ○ 

a:土佐日記について、作品の概

略を理解しようとする。 

d:作品の内容や形態に応じた

表現の特色に注意して内容を

正確に読み取り、作品に込めら

れた作者の意図を読み取る。 

e:助動詞や助詞、係り結びの省

略などの文法事項を理解して

いる。 

a:授業への

参加姿勢 

d:行動の観

察及び記述

の点検 

定期考査 

e:小テスト 

定期考査 

２ 漢

文

入

門 

【古典-漢文】 

教材：「訓読の基本」 

    「故事成語-三編」 

○   ○ ○ 

a:中学校での学習を想起し、意

欲的に学ぼうとしている。 

d:故事成語の成り立ちと意味

を正確に理解し、言語活動に役

立てることができる。 

e:訓読や基本的構造について

理解している。 

a:授業への

参加姿勢 

d:行動の観

察及び記述

の点検 

定期考査 

e:小テスト 

定期考査 



３ 小

説

３ 

【近代以降】 

教材：『富嶽百景』 

小説に描かれた登場人物の

感じ方や生き方などを、話の

展開に注意して読み取る。 

○ ○ ○ ○  

a:場面の展開に注意しながら

通読し、あらすじを捉えてい

る。 

b:通読し、内容をたどろうとし

ている。 

c:「私」がどういう理想を持っ

て生きようとしているかを手

がかりに、主題をまとめ、それ

についての自分の考えを表現

する。 

d:主人公の心情の変化をとら

え、小説に書かれた登場人物の

感じ方や生き方を正確に読み

取る。 

a:授業への

参加姿勢 

事前学習 

b:行動の観

察及び記述

の点検 

c:課題提出 

d:定期考査 

３ 評

論

４ 

【近代以降】 

教材：『生物の多様性とは何

か』 

『〈私〉時代のデモクラシ

ー』 

文章の構成や展開を確かめ

て評論を読み、ものの見方、

考え方を豊かにする。 

○  ○  ○ 

a：文章の筋道を的確に捉えよ

うとしている。  

c: 本文に提示された意見に対

して自分の意見や考えを的確

にまとめて表現できる。 

e：言葉の意味やニュアンスを

正しく理解して使用している。 

a:授業への

参加姿勢 

c:課題提出  

e：小テスト

定期考査 

３ 附

録 

１ 

【近代以降】 

教材：『解釈』 

 表現と解釈の関係における 

読者の創造性についての筆 

者の主張を、叙述に即して的 

確に読み取る。 

 

  ○ ○ ○ 

c: 本文に提示された意見に対

して自分の意見や考えを的確

にまとめて表現できる。 

d: 筆者の意図や主張を理解す

ることができた。 

e: 語彙を豊かにし、難解な語

彙の意味を正確に理解できた。 

c:課題提出 

d:行動の観

察及び記述

の点検 

定期考査 

e:小テスト 

定期考査 

３ 随

筆 

２ 

【古典-古文】 

教材：『枕草子』 

「虫は」 

「五月ばかりなどに山里に歩

く」 

「ありがたきもの」 

 作者の表現の仕方を捉え、

随筆を読み味わう。随筆に表

れた作者の考えを踏まえて、

ものの見方、感じ方、考え方

を豊かにする。 

 

 

 

○   ○ ○ 

a:内容を理解しようとしてい

る。 

d:内容を正確に読み取り、内容

を理解している。 

e: 用言や助動詞、助詞、修辞

法などの文語文法を総合的に

理解している。 

a:授業への

参加姿勢 

d:定期考査 

e:小テスト 

定期考査 



３ 軍

記

物

語 

【古典-古文】 

教材：『平家物語』 

 物語に描かれた人物、情

景、心情などを表現に即し

て、読み取る。軍記物語特有

の表現の仕方に親しむ。 

○   ○ ○ 

a:全文を音読し、全体の内容を

つかもうとしている。 

d:軍記物語に描かれた人物、情

景、心情などを表現に即して読

み取る。 

e:音便、敬語法を理解してい

る。 

a:授業への

参加姿勢 

d:行動の観

察及び記述

の点検 

定期考査 

e:小テスト 

定期考査 

３ 寓

話 

【古典-漢文】 

教材：「寓話-三編」 

 話の構成や展開を確かめ、

寓話の内容や表現の仕方に

ついて理解する。登場人物の

言動から、寓話に込められた

意図について考える。 

○   ○ ○ 

a:それぞれの文章の時代背景

を調べ、理解しようとしてい

る。 

d:物語を通して、成語の意味を

正確に理解できている。 

e:書き下し文を書くと同時に、

句法や助字、重要語句について

理解している。 

a:授業への

参加姿勢 

d:行動の観

察及び記述

の点検 

定期考査 

e:小テスト 

定期考査 

３ 唐

代

の

詩

文 

【古典-漢文】 

教材：「唐詩-十首」 

「送元二使安西」 

「黄鶴楼送孟浩然之広陵」 

「春望」 

「香炉峰下、新卜山居草堂初

成、偶題東壁」 

 漢詩のきまりと表現の特色

について学び、唐詩の世界に

親しむ。描かれた状況や心情

を考えながら、それぞれの詩

を読み味わう。 

○   ○ ○ 

a: それぞれの詩を形式に従っ

て正確に読み下そうとしてい

る。 

d: 詩を現代語訳し、詩にうた

われた状況や作者の心情を理

解している。 

e: 近体詩のきまりや修辞法を 

理解している。 

 

a:授業への

参加姿勢 

d:行動の観

察及び記述

の点検 

定期考査 

e:小テスト 

定期考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力 

c:書く能力       d:読む能力 

e:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


